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私
は
昭
和
十
二
年
四
月
二
十
五
日
、
大
阪
商
船
「
し
か
ご
丸
」

で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
都
マ
ニ
ラ
に
着
い
た
。
マ
ニ
ラ
に
は
、
実

兄
が
い
て
、
同
市
唯
一
の
■
字
紙
「
マ
ニ
ラ
日
日
新
聞
」
の
主

筆
を
し
て
お
り
、
私
は
学
校
を
出
た
ら
、
同
社
に
入
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

翌
五
月
一
日
、
私
は
サ
ン
パ
ロ
ク
区
レ
パ
ン
ト
街
の
マ
ニ
ラ

日
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
編
集
部
勤
務
と
な
っ
た
。

日
本
で
は
満
州
事
変
勃
発
以
来
、
五
・
一
五
事
件
や
二
・
二

六
事
件
が
起
こ
り
、
日
増
し
に
軍
国
色
が
強
ま
っ
て
い
た
が
、

マ
ニ
ラ
は
明
る
く
平
和
で
、
自
由
だ
っ
た
。

し
か
し
、
十
四
年
か
ら
十
五
年
と
「
日
支
事
変
」
が
拡
大
す

る
に
つ
れ
、
華
僑
の
多
い
マ
ニ
ラ
で
は
華
字
紙
が
連
日
「
日
本

軍
の
暴
虐
」
を
大
見
出
し
で
報
じ
た
し
、
現
地
の
英
字
紙
に
も

日
本
非
難
の
論
調
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

十
六
年
十
二
月
八
日
、
こ
の
日
、
約
五
千
人
の
マ
ニ
ラ
在
留

■
人
は
か
ね
て
の
打
ち
合
わ
せ
ど
お
り
、
日
本
倶
楽
部
や
日
系

企
業
の
社
宅
な
ど
に
集
合
し
た
。
が
、
私
は
な
ぜ
か
日
本
の
商

社
、
銀
行
な
ど
の
支
店
長
ら
二
百
数
十
人
と
と
も
に
、
マ
ニ
ラ

南
方
数
十
キ
ロ
の
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
刑
務
所
に
抑
留
さ
れ
た
。

同
月
二
十
八
日
、
私
た
ち
は
解
放
さ
れ
、
全
員
バ
ス
で
マ
ニ

ラ
の
日
本
人
小
学
校
に
帰
っ
た
。
ル
ソ
ン
島
に
上
陸
し
た
日
本

軍
が
南
地
か
ら
マ
ニ
ラ
に
迫
り
、
米
比
軍
は
マ
ニ
ラ
を
「
オ
ー

プ
ン
・
シ
テ
ィ
ー
」
に
し
て
バ
タ
ー
ン
半
島
に
退
い
た
か
ら
で



あ
る
。

一
月
二
日
午
後
、
日
本
軍
は
マ
ニ
ラ
に
入
城
し
た
。
在
留
■

人
は
日
本
人
会
の
指
導
の
も
と
、

食
糧
の
買
収
か
ら
野
菜
栽
培
、

通
訳
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
技
を
生
か
し
て
軍
に
全
面
協
力
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
新
聞
記
者
と
し
て
、
軍
報
道
部
の
嘱
託

に
な
り
、
広
報
任
務
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。

十
九
年
に
入
る
と
、
食
糧
や
生
活
必
需
物
資
が
欠
乏
、
ま
た

南
方
諸
地
域
で
の
連
合
軍
の
反
攻
激
化
か
ら
反
日
ゲ
リ
ラ
が
各

地
に
出
没
し
、
治
安
は
日
に
日
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。

十
月
以
降
、
在
留
■
人
の
う
ち
、
四
十
五
歳
以
下
の
男
子
は

全
員
現
地
召
集
さ
れ
、
老
人
婦
女
子
に
は
北
部
ル
ソ
ン
へ
の
疎

開
が
勧
告
さ
れ
た
。

私
は
十
月
一
日
、
マ
ニ
ラ
の
南
方
第
十
二
陸
軍
病
院
に
衛
生

兵
と
し
て
入
隊
し
た
。

翌
二
十
年
一
月
七
日
早
朝
、
私
は
残
務
整
理
に
当
っ
て
い
た

高
山
大
隊
の
一
員
と
し
て
、
バ
ギ
オ
の
本
隊
に
合
流
す
べ
く
マ

ニ
ラ
を
た
っ
た
。

昼
間
は
米
軍
機
に
見
つ
か
る
の
で
夕
方
か
ら
、

大
八
車
に
荷
物
を
税
ん
で
引
っ
張
り
、
夜
通
し
行
軍
す
る
の
で

あ
る
。

こ
う
し
て
二
十
日
間
余
、
私
た
ち
は
二
月
初
め
、
バ
レ
テ
峠

を
越
え
て
北
部
ル
ソ
ン
の
ア
リ
タ
オ
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
バ
ギ
オ
も
す
で
に
危
機
に
瀕
し
て
い
て
、
本
隊
へ
の

合
流
が
で
き
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
バ
ン
バ
ン
地
区
、
兵
站
監
に

よ
っ
て
同
地
区
の
警
備
を
命
じ
ら
れ
た
。

五
月
末
、
鉄
兵
団
の
善
戦
に
も
か
か
わ
ら
ず
バ
レ
テ
峠
は
陥

落
。
六
月
初
め
、
米
軍
は
な
だ
れ
を
う
っ
て
カ
ガ
ヤ
ン
河
谷
に

進
入
し
て
き
た
。

六
月
八
日
だ
っ
た
。
バ
ン
バ
ン
か
ら
ア
リ
タ
オ
に
出
て
陣
地

構
築
に
あ
た
っ
て
い
た
私
た
ち
は
、
何
十
台
も
の
米
軍
戦
車
が

国
道
五
号
線
を
一
斉
に
北
上
し
て
い
る
の
を
見
た
。
部
隊
は
あ

わ
て
て
午
後
、
反
対
側
の
ド
パ
ッ
ク
ス
に
退
避
を
は
か
っ
た
が
、

米
軍
の
迫
撃
砲
に
捕
捉
さ
れ
、
大
損
害
を
受
け
た
。

白
昼
、

米
軍
の
目
前
を
一
列
縦
隊
で
山
道
を
登
る
の
だ
か
ら
、

当
然
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
。
夕
方
に
な
り
、
観
測
機
が
去
り
、

迫
撃
砲
が
や
ん
だ
。
私
は
吹
き
飛
さ
れ
た
木
の
枝
や
土
石
の

中
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。
ど
こ
に
も
け
が
は
な
か
っ
た
。

以
後
、
私
は
辺
り
に
い
た
三
十
人
ほ
ど
の
兵
隊
と
一
緒
に
行

動
し
た
。
コ
ン
コ
ン
渓
谷
に
何
日
も
い
て
休
養
し
、
食
糧
を
集



め
た
。
そ
し
て
カ
シ
ブ
に
出
て
、
鉄
兵
団
の
生
き
残
り
が
歩
い

た
と
み
ら
れ
る
跡
を
た
よ
り
に
、
カ
ガ
ヤ
ン
川
、
上
流
か
ら
人

跡
未
踏
の
山
中
に
入
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

何
日
か
必
死
で
歩
い
た
。
そ
の
う
ち
、
私
は
マ
ラ
リ
ア
が
再

発
し
て
動
け
な
く
な
っ
た
。
食
料
も
な
く
な
り
、
も
う
ど
う
に

も
な
る
も
の
で
は
な
い
。
山
腹
の
水
の
出
る
と
こ
ろ
に
携
帯
天

幕
を
か
ぶ
っ
て
、
一
人
で
寝
て
い
た
。
と
、
頭
の
上
で
人
の
声

が
し
た
。

兵
隊
が
三
人
い
て
、
私
を
見
て
い
た
。
そ
の
う
ち
一
人
が
、

小
さ
な
サ
ツ
マ
芋
を
袋
か
ら
出
し
て
く
れ
た
。
ナ
マ
の
ま
ま
、

私
は
食
べ
た
。
三
人
は
近
く
の
畠
で
掘
っ
た
と
い
っ
た
。

話
し
て
い
る
う
ち
、
こ
の
三
人
は
鉄
兵
団
の
生
き
残
り
で
、

し
か
も
私
と
同
じ
烏
取
県
八
頭
郡
の
出
身
だ
っ
た
。
鉄
兵
団
は

兵
庫
県
姫
路
の
第
十
師
団
だ
っ
た
の
だ
。

三
人
は
ま
た
、
貴
重
な
イ
モ
を
少
し
ず
つ
く
れ
、
一
緒
に
山

を
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
中
に
も
マ
ラ
リ
ア
で
苦
し
ん

で
い
る
も
の
が
い
て
、
か
ば
い
合
い
な
が
ら
歩
い
た
。

山
麓
に
や
は
り
鉄
兵
団
の
兵
隊
が
数
人
い
て
、
川
に
手
榴
弾

を
投
げ
て
魚
を
取
っ
て
お
り
、「
戦
争
は
も
う
終
わ
っ
た
。
自

分
ら
は
明
日
、
米
軍
の
い
る
と
こ
ろ
に
出
る
」
と
い
っ
た
。

私
た
ち
が
エ
チ
ャ
ゲ
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ
を
経
由
、
カ
ン
ル
バ

ン
の
捕
虜
収
容
所
に
入
っ
た
の
は
九
月
二
十
七
日
だ
っ
た
。

十
一
月
一
日
、
私
は
日
本
送
還
の
た
め
、
呼
び
出
さ
れ
た
。

各
キ
ャ
ン
プ
か
ら
集
ま
っ
た
数
百
人
の
捕
虜
は
無
蓋
列
車
で
マ

ニ
ラ
に
向
か
っ
た
。
沿
線
の
住
民
が
列
車
に
駆
け
よ
り
「
パ
タ

イ
（
死
ね
）

」
な
ど
と
口
ぐ
ち
に
叫
び
、
石
を
投
げ
た
。

戦
前
、
在
留
■
人
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
軒
を
並
べ
て
住
み
、

仲
良
く
暮
ら
し
て
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
愛
し
、
そ
こ
に
骨
を

埋
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

当
時
の
在
留
■
人
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
、

こ
ん
な
こ
と
は
言
わ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、「
強
制
送
還
」

に
も
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
思
っ
た
。

あ
！
　
南
十
字
星
　 

東
京
都
　
市
川
正
子
　 

私
は
、
南
方
航
空
輸
送
部
に
勤
務
し
て
い
た
。
半
官
半
民
の

輸
送
部
は
、
直
接
、
戦
闘
に
加
わ
ら
ず
、
後
方
部
門
と
し
て
陸




